
□ □ □ その他

　

□　居宅 □　包括
所属 氏名

（伝達者　　　　印　　　　）

                                      ○○○におけるヒヤリハット報告の取り組み

利用者のリスク情報を職員間で共有するため、報告書により情報を収集。期間毎・個人毎に出力をして情報発信して
いる。

①以下に示す報告書にて、職員よるヒヤリハット報告
②リスクマネジメント委員会にて、報告内容を集計
③1月毎に集計結果を周知
④個人毎に集計し、アセスメント資料として活用。現場にてリスクに対する対応を検討、ケアプランへ反映させる
⑤その他、各種集計により、リスクの把握に努める

報告書及び集計結果等を以下に示す。

吸引・経管栄養の事故につながること 虐待につながること

予測されるリスク

スタッフ確認印

日時 平成　　 　年　　 　月　　  　日（　   　）　　    ： 対象者（物）

出来事の内容

事業所
ヒヤリハット報告書

□　ホーム □　短期

参考① 



Microsoft Access を使用し、報告実績をデータベース管理 



報告書毎に、データベースに入力 

参考② 



必要に応じた出力対応（月毎実績報告） 

参考③ 



必要に応じた出力対応（個人別 アセスメント資料） 

参考④ 



必要に応じた出力対応（報告者別出力） 

参考⑤ 


